
害
用
井
戸
水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
含

め
た
水
質
調
査
の
実
施
、
⑧
地

域
公
共
交
通
の
市
民
ニ
ー
ズ
調

査
の
実
施
、
⑨
都
市
計
画
事
業

基
金
積
立
金
の
増
額
に
振
り
分

け
る
。

こ
の
組
み
替
え
案
は
賛
成
少

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
１３
号
）
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
２
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
案
お
よ
び
３
特
別
会
計
予
算
案
な

ら
び
に
下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
は
、
予
算
特
別
委
員
会
で
５

日
間
に
わ
た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

本
面
上
段
で
は
委
員
会
で
の
審
査
概
要
、
４
・
５
面
上
段
で

は
歳
出
を
中
心
と
し
た
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
５

年
度
補
正
予
算
案
の
審
査
、
６

年
度
当
初
予
算
案
の
総
括
説
明

お
よ
び
説
明
に
対
す
る
質
疑
、

歳
出
を
中
心
と
し
た
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

６
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
は
、
令
和
の
時
代
を
迎
え
選

ば
れ
る
市
に
な
る
た
め
に
は
、

市
の
発
展
に
資
す
る
「
新
し
い

魅
力
」の
創
出
と「
ウ
エ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
」
の
向
上
、「
あ
ん
し
ん

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
に
結
び

付
く
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
、
所
信
表
明
で
示
し
た
３

点
の
事
項
を
重
点
的
取
り
組
み

と
し
て
編
成
方
針
に
示
し
、
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
方
針
と
し
て
、
①
歳
入

の
見
積
も
り
に
つ
い
て
は
、
経

済
情
勢
を
的
確
に
把
握
分
析
し
、

税
制
改
正
の
動
向
等
を
勘
案
し

た
上
で
、
さ
ら
に
精
度
を
向
上

さ
せ
た
年
間
収
入
見
込
額
を
見

積
も
る
こ
と
な
ど
５
項
目
、
②

歳
出
の
見
積
も
り
に
つ
い
て
は
、

「
財
政
健
全
経
営
計
画
実
行
プ

ラ
ン
」
に
示
し
た
事
項
は
年
次

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い
確
実
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
、
事
業
実
施

に
伴
う
経
費
は
、
特
定
財
源
の

確
保
お
よ
び
実
施
体
制
と
手
法

の
さ
ら
な
る
精
査
を
行
い
、
一

般
財
源
を
抑
制
す
る
こ
と
な
ど

７
項
目
、
③
普
通
建
設
事
業
の

要
求
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設

は
当
面
の
施
設
保
全
お
よ
び
法

令
そ
の
他
に
よ
る
工
事
と
し
て

選
定
さ
れ
た
事
業
に
基
づ
く
要

求
と
し
、
整
備
の
内
容
等
を
十

分
に
精
査
し
た
上
で
要
求
す
る

こ
と
な
ど
２
項
目
、
④
基
金
の

活
用
等
に
つ
い
て
は
、
財
政
調

整
基
金
は
、
災
害
発
生
時
や
年

度
中
の
資
金
繰
り
に
備
え
一
定

額
の
積
み
立
て
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
処
分
規
定
に
沿

い
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど

２
項
目
、
⑤
各
特
別
会
計
の
予

算
編
成
は
、
一
般
会
計
に
準
じ

て
適
切
に
見
積
も
る
こ
と
、
な

ど
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

６
年
度
一
般
会
計
予
算
案
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４７８
億
２
１

０
０
万
円
で
前
年
度
比
２１
億
６

５
０
０
万
円
、
４．７
％
の
増
、
３

特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
総
額
は

７４５
億
６
７
２
６
万
３
千
円
、
前

年
度
比
２３
億
４
２
７
１
万
７
千

円
、
３．２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
会
計
は
、
収
益
的

収
支
の
う
ち
収
入
が
２３
億
２
４

８
２
万
８
千
円
、
支
出
が
２２
億

９
０
５
９
万
３
千
円
、
資
本
的

収
支
の
う
ち
収
入
が
９
億
９
９

７
５
万
６
千
円
、
支
出
が
１６
億

４
３
３
５
万
２
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

一般会計および特別会計予算額

区　　分 令和 ６年度
当初予算額

令和 ５年度
当初予算額 増減率

一般会計 ４７８億２，１００万円 ４５６億５，６００万円 ４．７％
特別会計 ２６７億４，６２６万 ３ 千円 ２６５億６，８５４万 ６ 千円 ０．７％
国民健康保険
特別会計 １１８億２，４４７万 ２ 千円 １２０億５，７２７万 ９ 千円 △１．９％

後期高齢者
医療特別会計 ３８億６，２１７万 ６ 千円 ３７億１，６８６万 ３ 千円 ３．９％

介護保険
特別会計 １１０億５，９６１万 ５ 千円 １０７億９，４４０万 ４ 千円 ２．５％

合計 ７４５億６，７２６万 ３ 千円 ７２２億２，４５４万 ６ 千円 ３．２％

下水道事業会計予算額

下水道事業会計 令和 ６年度
当初予算額

令和 ５年度
当初予算額 増減率

収益的収支
収入 ２３億２，４８２万 ８ 千円 ２３億２，８８８万 ３ 千円 △０．２％
支出 ２２億９，０５９万 ３ 千円 ２２億７，５１８万 ９ 千円 ０．７％

資本的収支
収入 ９億９，９７５万 ６ 千円 １３億７，４６９万 ６ 千円 △２７．３％
支出 １６億４，３３５万 ２ 千円 ２１億６，８０３万 ７ 千円 △２４．２％

基金の状況

区　　分 令和 ６年度末
現在高見込

令和 ５年度末
現在高見込 増　減　額 備　　　考

財政調整基金 ２３億６，６６９万円 ７千円 ３６億２，１２６万 ９ 千円 △１２億５，４５７万 ２ 千円 繰入金
１２億５，４７０万 １ 千円

減債基金 ３２万 ４千円 ３２万 ３ 千円 １千円 繰入金　 ０円
特定目的基金 ５９億７７０万 ９ 千円 ５６億６，４５５万 １ 千円 ２億４，３１５万 ８ 千円
郷土美術館
建設基金 １億７，５８４万 ３ 千円 １億７，５７９万 ２ 千円 ５万 １千円 繰入金　 ０円

みどりの基金 ８億３，０９４万 ６ 千円 ７億９，０９３万円 ４，００１万 ６ 千円 繰入金　 ０円
ふるさと
創生基金 ６，８７２万 ４ 千円 ６，８７２万 ２ 千円 ２千円 繰入金　 ０円

公共施設等
整備基金 ３２億７，５５７万 ６ 千円 ３６億１，８００万 ３ 千円 △ ３億４，２４２万 ７ 千円 繰入金

３億４，２５０万円
自転車等駐車
場整備基金 ７，６１９万 ３ 千円 ７，６１９万 １ 千円 ２千円 繰入金　 ０円

教育振興基金 ２，２４８万 １ 千円 ２，２４８万円 １千円 繰入金　 ０円
都市計画
事業基金 １４億３，７４２万円 ８億９，６０８万 ５ 千円 ５億４，１３３万 ５ 千円 繰入金　 ０円

森林環境
譲与税基金 ２，０５２万 ６ 千円 １，６３４万 ８ 千円 ４１７万 ８ 千円 繰入金　 ０円

合計 ８２億７，４７３万円 ９２億８，６１４万 ３ 千円 △１０億１，１４１万 ３ 千円 繰入金
１５億９，７２０万 １ 千円

※△はマイナスを表します

予算特別委員会での審査予算特別委員会での審査予算特別委員会での審査

３
面
～
５
面
の
上
段
に
掲
載
し
た
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
３
月
２６
日
の
本
会
議
で

令
和
６
年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
（
議
長
を
除
く
）
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
３
面
～
５
面
の
下
段
で
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
各
会
派
の
賛
否
は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
民
ク
ラ
ブ

自
民
ク
ラ
ブ

次
の
５０
年
を
見
据
え

た
予
算
編
成
に
賛
成

富
田
市
長
の
就
任
か
ら
３
年

目
に
入
り
、
任
期
の
折
り
返
し

に
当
た
る
年
度
の
予
算
で
あ
る
。

私
た
ち
自
民
ク
ラ
ブ
も
、
市
長

と
共
に
「
あ
ん
し
ん
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
市
政

を
進
め
て
い
く
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

公

明

党

公

明

党

課
題
解
決
へ
、
未
来
志
向

の
予
算
を
高
く
評
価
！

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

案
は
４７８
億
２
１
０
０
万
円
で
、

前
年
度
比
４．７
％
の
増
、
一
般
会

計
と
３
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

総
額
は
７４５
億
６
７
２
６
万
３
千

円
で
、
３．２
％
の
増
と
な
っ
た
。

歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
が

定
額
減
税
に
よ
る
減
を
見
込
み
、

市
税
全
体
と
し
て
前
年
度
比
６

億
６
６
８
４
万
９
千
円
、
３．８
％

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

予
算
組
み
替
え
で 

市
民
の
願
い
実
現
を

予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
賛
同

を
得
て
一
般
会
計
予
算
案
の
組

み
替
え
案
を
提
案
し
た
。

①
都
市
計
画
道
路
東
３
・

４
・
１３
号
線
お
よ
び
東
３
・

４
・
２１
号
線
整
備
事
業
の
見
送

り
、
②
市
独
自
の
学
力
調
査
の

中
止
、
③
財
政
調
整
基
金
の
増

額
、
以
上
に
よ
り
生
み
出
さ
れ

る
財
源
を
、
①
平
和
事
業
の
充

実
、
②
縮
小
さ
れ
た
男
女
共
同

参
画
情
報
誌
を
元
に
戻
す
、
③

地
域
間
交
流
宿
泊
施
設
利
用
助

成
事
業
の
実
施
、
④
所
得
３００
万

円
以
下
の
世
帯
に
お
け
る
１８
歳

以
下
の
こ
ど
も
の
国
民
健
康
保

険
税
均
等
割
額
の
減
免
、
⑤
後

期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
の
自

己
負
担
５００
円
の
無
料
化
、
⑥
家

庭
ご
み
指
定
収
集
袋
の
価
格
を

１０
分
の
８
に
引
き
下
げ
、
⑦
災

の
減
と
な
る
が
、
定
額
減
税
分

は
後
に
国
か
ら
補
填
と
の
こ
と
。

歳
出
で
は
、
総
務
費
が
シ
ス

テ
ム
修
正
等
委
託
の
増
等
で
、

前
年
度
比
７
億
７
３
０
４
万
１

千
円
、
１９
％
の
増
、
民
生
費
が

前
年
度
比
１１
億
４
６
９
５
万
８

千
円
、
４．５
％
の
増
。
財
政
調
整

基
金
の
繰
り
入
れ
は
、
前
年
度

比
３
億
８
７
３
１
万
２
千
円
増

の
１２
億
５
４
７
０
万
１
千
円
。

少
子
・
高
齢
化
、
生
産
年
齢
人

口
減
少
に
対
応
す
る
Ｄ
Ｘ
の
推

進
や
子
育
て
支
援
策
、
将
来
世

代
へ
の
負
担
増
加
を
抑
え
る

「
未
来
志
向
の
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
へ
の
取
組
、
ま
た
、

国
や
都
の
動
き
に
呼
応
し
た
事

業
拡
大
等
、
一
定
額
の
繰
り
入

れ
は
必
要
で
あ
り
、
財
政
調
整

基
金
を
経
常
経
費
に
充
て
な
い

方
針
は
評
価
す
る
。
ま
た
、
臨

時
財
政
対
策
債
は
前
年
度
比
２

億
６７１
万
２
千
円
減
と
な
り
、
一

定
市
債
を
減
ら
し
、
後
年
度
負

担
を
抑
え
た
こ
と
も
評
価
す
る
。

将
来
を
見
据
え
た
上
で
必
要

な
改
革
・
改
善
に
財
政
調
整
基

金
を
投
入
し
て
い
く
こ
と
は
必

要
だ
が
、
安
易
な
経
常
経
費
へ

の
計
上
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の

一
般
会
計
予
算
案
は
、
財
政
状

況
の
厳
し
い
中
、
将
来
に
対
す

る
責
任
感
と
、
緊
張
感
を
持
っ

た
予
算
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。

以
上
を
申
し
上
げ
、
組
み
替

え
動
議
に
反
対
し
、
一
般
会
計

予
算
案
に
賛
成
し
、
そ
の
他
３

特
別
会
計
予
算
案
に
は
特
に
意

見
を
付
す
こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
冠
水
発
生

箇
所
に
対
し
、
で
き
得
る
対
応

の
検
討
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

案
は
４７８
億
２
１
０
０
万
円
、
前

年
度
予
算
比
で
２１
億
６
５
０
０

万
円
、
４．７
％
の
増
と
な
っ
た
。

歳
入
で
は
、
市
債
は
前
年
度

比
１
億
３
６
７
１
万
２
千
円
、

１０
・
６
％
減
、
繰
入
金
は
財
政

調
整
基
金
を
前
年
度
比
３
億
８

７
３
１
万
２
千
円
増
の
１２
億
５

４
７
０
万
１
千
円
繰
り
入
れ
る

な
ど
大
き
く
増
や
し
、
全
体
で

前
年
度
比
７
億
４
３
０
６
万
円
、

８５
・
７
％
増
の
１６
億
１
０
４
５

万
円
を
繰
り
入
れ
た
。
そ
の
た

億
４
０
６
２
万
６
千
円
。
教
育

費
は
改
修
・
補
修
工
事
な
ど
、

前
年
度
比
５
億
８
６
２
４
万
３

千
円
、
１３
・
９
％
増
の
４７
億
９

２
８
９
万
６
千
円
と
な
っ
た
。

物
価
高
騰
の
影
響
が
予
測
を

大
き
く
上
回
り
、
大
変
厳
し
い

予
算
編
成
の
中
、
市
民
負
担
増

加
を
抑
制
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

「
未
来
志
向
の
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
推
進
、
Ｄ
Ｘ

の
推
進
や
、
こ
ど
も
た
ち
が
伸

び
伸
び
と
健
や
か
に
育
つ
未
来

を
つ
く
る
た
め
の
投
資
等
、
次

の
５０
年
を
見
据
え
た
予
算
編
成

を
高
く
評
価
す
る
。

以
上
を
申
し
述
べ
、
一
般
会

計
予
算
案
に
賛
成
し
、
そ
の
他

３
特
別
会
計
予
算
案
お
よ
び
下

水
道
事
業
会
計
予
算
案
に
は
意

見
を
付
す
こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

め
、
財
政
調
整
基
金
の
令
和
６

年
度
末
現
在
高
見
込
み
は
約
２３

億
円
と
過
去
１０
年
間
で
最
も
低

い
水
準
と
な
り
、
依
然
と
し
て

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

歳
出
の
予
算
増
の
主
な
要
因

と
し
て
、
民
生
費
は
児
童
手
当

の
増
加
な
ど
、
前
年
度
比
１１
億

４
６
９
５
万
８
千
円
、
４．５
％
増

の
２６４
億
４
４
９
０
万
円
。
総
務

費
は
市
役
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
対

応
な
ど
、
前
年
度
比
７
億
７
３

０
４
万
１
千
円
、
１９
％
増
の
４８

令
和
令
和
６６
年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の

年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の

意
見
表
明
・
賛
否
討
論（
要
旨
）

意
見
表
明
・
賛
否
討
論（
要
旨
）

４
面
へ
続
く
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